
八 潮 建 材 工 業 株 式 会 社

Seismically
Engineered

耐震 ク リ ップ工法
新 た な 研 究 成 果 に 基 づ く 耐 震 天 井

／ C e i l i n g

施工上の注意点

鋼材の切り口は鋭利であり、また切断時にはバリも生じ易いので、手を傷つけない様、軍手・保護手袋等を着用して下さい。

梱包用スチールバンド及び針金等の切断時の跳ね上がり等によりケガをしないようご注意下さい。

他社製の下地材に対し、耐震クリップで耐震化・補強を図る際は、建設会社等と相談し、使用者の判断にて行って下さい。

強風地域やピロティーの天井等で、強風の影響を受ける場合においては、耐風圧性能を考慮した上で使用して下さい。

鋼製下地材の構造は、照明器具や各種設備機器類の荷重を考慮されていませんので、これらの機器類は個々に所定の強度を有する構造にして下さい。
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202112改良等により予告なく形状・仕様、価格等が変更される場合がありますがご了承下さい。



耐震天井の考え方も進歩しています。

時代が変わっていくのと同様に、

耐震クリップ工法は、施工性の良いローコストな耐震天井
新たな研究成果により開発された耐震天井工法です

耐 震 ク リ ッ プ 工 法 と は

2耐震クリップ工法

2001 年の芸予地震をはじめ、2003 年の十勝沖地震、2005 年の

宮城県沖地震等、近年の地震では大規模な空間において、天井が

破損・崩落する事例が次々と報告されています。 

国土交通省はこれらの天井被害について調査し、落下防止の為の

技術的助言を出していますが、大規模な空間の天井破損・落下に

ついて、明らかにされていない部分も残されており、研究機関や、

専門家による天井脱落発生メカニズムの検討が現在でも続けられ、

天井耐震化の技術は日々進歩しています。

このような中、国土交通省による「建築基準整備促進補助金事業」

に基づき、2008・2009 年度に行われた「非構造部材に関する基準

の整備 に資する検討」- 大規模空間を持つ建築物の天井脱落等に

関する調査により、実際の地震により体育館で生じた天井脱落に

関連して詳細な調査が行われました。また、振動台を用いた再現

実験では、ハイスピードカメラを使ってクリップの連鎖的な脱落

現象が確認され、その概要が日本建築学会等で報告されています。

  

報告内容の要約

1) 地震が発生すると建物は応答して揺れ、揺れは構造体を伝わり、

　天井を揺する。

2) 大空間の天井では、水平方向の揺れが上下方向の揺れを増幅さ

　せ、天井の中で最も弱いと考えられるクリップが損傷し、損傷

　したクリップ近傍のクリップが連鎖的に外れ、残りのクリップ

　が天井を支えきれなくなって脱落につながる。

耐震クリップ工法は、この新たに明らかにされた脱落現象の対策
として考えられ、様々な検証の上、開発された耐震天井工法です。

天井の脱落に対する、新たな提案

平成 20 年度建築基準整備促進補助金事業　成果概要一覧

調査番号 3非構造部材に関する基準の整備 に資する検討

平成 21 年度建築基準整備促進補助金事業　成果概要一覧

調査番号 3非構造部材に関する基準の整備 に資する検討
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「学校体育館の振動特性調査」
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天井落下現象の把握

何故、天井は落ちたのか？

実際に被害にあった天井は、どのように脱落したのか

水平加振時（梁間方向に顕著）に上下振動が非常に大きく増幅される傾向があり、励起される 上下振動は屋根勾配
国土交通省の「建築基準整備促進補助金事業」非構造部材に関する基準の整備 に資する検討により、実際の天井は、

スタートは新たに明らかになった、天井脱落のメカニズム

建物の応答による激しい上下振動

天井脱落現象の把握

によらず一定であることがわかってきました。
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体育館のシミュレーション解析

1) 地震時、張間方向スパンの大きな体育館等では、張間方向の地震の揺れにより、上下方向の応答が大きく増幅される。

クリップ

野縁受け

野縁受け

天井落下のメカニズム

2) 大きく増幅された上下方向の応答により、天井の中で耐力的に弱点となる箇所のクリップが損傷する。
損傷したクリップ近傍の他のクリップが連鎖的に外れ、残ったクリップでは天井を支えきれなくなり、脱落に繋がる。

観測地震波

観測地震波

上下動増幅

上下動増幅

観測地震波

屋根部の応答加速度

桁行方向

張間方向

クリップが外れた様子飛散するクリップ野縁受けの振幅 ( 連続合成）

耐震クリップ工法は再現実験において、これらの落下要因に対し耐震性能を発揮することが証明されています。

4耐震クリップ工法

天井脱落現象の再現：振動台実験



振動台実験の結果

耐震クリップ工法：性能検証実験

振動台実験による、性能の検証を行った耐震天井工法です

耐震クリップ工法は、振動台実験により耐震性能の向上が実証されています

試験体仕様

試験の概要

試験体図

入力波

試験体サイズ

吊り下げ長さ

貼り物

境界条件

最大入力加速度水平1.2G、上下1.8G

2.7 m × 5 m 

耐震クリップあり・なし

2.4 m

せっこうボード t=9.5 mm 2 枚貼

端部固定
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大空間の天井の一部を模擬、振動台実験により、耐震

クリップ工法の耐震性能を検証する。

耐震クリップあり

耐震クリップなし

5 m
2.7 m

応答加速度時刻歴　測定位置を示す

6耐震クリップ工法

張間方向 張間方向張間方向最大加速度 830gal 最大加速度 4000gal 最大加速度 1200gal

最大加速度 1800gal最大加速度 5800gal最大加速度 178gal

地震応答解析に用いられた観測地震波 屋根部の応答加速度 屋根部の応答加速度
（振動台性能に合わせて倍率を原波の 32 % に調整）（2001 年芸予地震の地震波：震度 6弱）

上下方向 上下方向上下方向

地震応答解析が行われた体育館
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在来工法天井と比べて、約 2倍の揺れに対して持ちこたえる耐震天井工法
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地震時の天井脱落の防止対策として、また、施設の継続使用を可能にします
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No.

No.1 No.3

No.4 , 5No.2

耐震クリップの有無 水平振れ止め・ブレース有無振動台入力波
水平方向：応答加速度 上下方向：応答加速度

天井面の応答加速度時刻歴波形

水平 0.6G

上下 0.9G

水平 1.2G

上下 1.8G

耐震クリップ有

耐震クリップ無

耐震クリップ無

耐震クリップ有

耐震クリップ有

被害状況

被害無し

被害無し

天井破壊

被害無し

1

2

3

4

5

天井が破損したため加速度計測不能天井が破損したため加速度計測不能

実験ケースと被害状況

No.4 被害無し：クリップの損傷無し No.5 被害無し：クリップの損傷無しNo.4 被害無し：耐震クリップの状態No.3 天井破壊：野縁からボード脱落No.3 天井破壊：クリップ外れNo.3 天井破壊：クリップ外れ

耐震クリップ　無　⇒⇒⇒　被害無し

耐震クリップ　有　⇒⇒⇒　被害無し

耐震クリップ　無　　⇒⇒⇒　天井破壊

耐震クリップ　有　　⇒⇒⇒　被害無し

水平振れ止め有

ブレース　有

水平振れ止め有

ブレース　無

被害無し

性能検証試験：耐震クリップ有　試験後の状況性能検証試験：耐震クリップ無　試験後の状況

2 倍の入力

No.5No.4 耐震クリップ　有　⇒⇒⇒　被害無し

ブレース　　　有

耐震クリップ　有　　⇒⇒⇒　被害無し

ブレース　　　無ブレース無

2倍の入力

ブレース無



既存の耐震天井と比べて、遥かにローコスト、かつスピーディな施工性

吊りボルト

JIS CC-19
野縁受け

野縁受け  JIS CC-19

ハンガ

ハンガ

天井板

野縁  JIS CW-19

野縁  JIS CW-19

ダブルクリップ

ダブルクリップ

耐震クリップW

耐震クリップW

シングルクリップ

シングルクリップ

耐震クリップ S

耐震クリップ S

野縁  JIS CS-19

野縁  JIS CS-19
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ブレース不要

クリアランス不要

耐震クリップ工法は、JIS A 6517 に準拠する製品にて組立てられた在来工法天井に対し、シングル・ダブルクリップ

段差のある天井には対応しておりません。その他特殊納まりにてご使用される場合はご相談下さい。
尚、JIS 認定外品・他社製品に対し、耐震クリップでの耐震化を図る際は、使用者側の責任にて行って下さい。

天井が壁で囲まれていること。囲まれていない場合、天井が壁と衝突しないための所作が考えられていること。

・設置の際の注意

・耐震性能

（ブレースが設けられている場合、検討が必要になります。）

耐震クリップ S・Wの取付けは、ビス留めやボルト締め等を必要としないワンタッチ施工ですが、施工状況の確認を
確実に行って下さい。（天井の施工状況により、プライヤー等を使用した嵌合も考えられますが、クリップが破損しな
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在来工法天井のクリップの上から、耐震クリップを取付けるだけ

クリアランス

耐震クリップ工法では壁で囲まれた天井について検証し、クリアランスの無い天井の振動台実験を行っています。

クリアランスを設けず天井の慣性力を壁面で受けることから、振れ止めとしてのブレースを設ける必要がありません。

（以下、クリップ）の上から耐震クリップ S・Wを取付ける事により、耐震性を付与する工法となります。

本工法の耐震性能は振動台実験で損傷が見られなかった入力地震動の（検討基準重量／天井板重量）倍となります。
検討基準重量よりも重い天井板を取付ける際には、性能をよくご確認の上ご使用下さい。

適用条件

工法の特徴

いよう、十分注意して行って下さい。）
クリップは必ず背掛け、腹掛けを交互に設置し、耐震クリップが交互に設置されていることを確認して下さい。

耐震クリップ工法

検討基準重量 ex)　≒せっこうボード 2 枚貼、　≧ロックウール吸音板＋せっこうボード etc...14  kg / m2
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